
（参考様式３）～記入例（通所介護）

事業所又は施設名　　　 ○○○○デイサービスセンター

申請するサービスの種類 通所介護・介護予防通所介護

設備の概要 設備基準上適合すべき項目についての実態

　サービス提供上配慮
　すべき設備の概要　

１　食堂及び機能訓練室 合計面積：□□．□㎡
・　定員は△△名であり、１人当たり３㎡を確保している。
・　狭隘な部屋を多数設置することによる面積確保は行っていない。

２　静養室 ・　専用区画を確保し、ベッドも設置している。

３　相談室 ・　遮蔽物の設置等により相談内容が漏洩しないように配慮している。

４　事務室 ・　十分な広さを確保している。

５　浴室 ・　床の滑り止めや手摺り、シャワーチェアーの設置により安全な
　入浴ができるように配慮している。

６　トイレ ・　手摺りを設置するとともに排泄介助ができるような十分な
　広さを確保している。

７　非常災害設備等 ・　消火器を設置している。

備品の品目 備品の品名及び数量

テレビ ・　１台（食堂及び機能訓練室）

テーブル・椅子 ・　１台・１０脚（食堂及び機能訓練室）

冷暖房 ・　各室１機

ベッド ・　１台（静養室）

パソコン及びプリンター ・　各１台（事務室）

ＦＡＸ付き電話機 ・　１台（事務室）

事務用机・椅子 ・　１台・１脚（事務室）

消火器 ・　各室１台

送迎用車両 ・　１台（車種：○○○・定員：○○名・排気量：○○cc）

    注１　申請するサービスの種類に関して、基準省令で定められた設備基準上適合すべき項目及び
　　　　備え置くべき備品について記載してください。
　　　２　必要に応じて写真等を添付し、その旨を併せて記載してください。

事業所（建物）の設備及び備品の概要



（参考様式３）～記入例（短期入所生活介護）

事業所又は施設名　　　 社会福祉法人○○会　□□ホーム

申請するサービスの種類 短期入所生活介護

設備の概要 設備基準上適合すべき項目についての実態

　サービス提供上配慮
　すべき設備の概要　

１　居室 日照・採光・換気等、保健衛生・防災等への配慮
・　各室の南側に窓を設け、日照・採光を確保している。
・　各室に換気扇を設けるとともに、雨天や気温の低い日以外は、１日
　に２回程度、職員が窓を開けて換気している。

２　浴室 身体の不自由な方に適しているか
・　床に滑りにくい材質を使うとともに、手すりを各所に設置している。
　（別添　室内写真のとおり。）

以下　省略

３　非常災害設備等 ・　建物は、耐火構造となっている。
・　居室及び廊下等には、スプリンクラーを設置している。
・　事務所には、非常通報装置を設置している。

以下　省略

備品の品目 備品の品名及び数量

消火器 ・　○○社製消火器　　各室１個

避難はしご ・　○○社製避難はしご　各室１機

冷暖房 ・　○○社製冷暖房装置　各室１機

以下　省略

    注１　申請するサービスの種類に関して、基準省令で定められた設備基準上適合すべき項目及び
　　　　備え置くべき備品について記載してください。
　　　２　必要に応じて写真等を添付し、その旨を併せて記載してください。

事業所（建物）の設備及び備品の概要


